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情報システム研究とその位置づけに関する一考察























































































研究論文ぱ表1 に、研究中のプロジェクト報告は表2 に、パネル討論は表3 に、技術的研究報告
は表4 にそれぞれ分類した。表1 ～4 のギリシヤ数字I ～Ⅳは図1 に示七だ象限1 ～IVに対応して
いる。表1 ～3 の分類結果から、 工c 工s'96 では4 つの研究パラダイム総てが取り上げられて議
論されていることが示された。しかも、それは比較的まんべんなく取り上げられているようである。




設けられており、その内容は表4 に示したように第1 、第u 象限のみに分類されるものである。こ
のように技術的な研究については会議の主催者側で一般の研究対象と分離させたため、多少の片寄
が生じたものと考えられ、その内容も啓蒙的、技術紹介的なものが中心的である。
最優秀論文のテーマとしては、表1 に挙げられたように、第1 、第F 象限、つまり図1 の右側に
集中していることも興味深い点てある。
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表1 研究論文のパラダイム分類
I 1 ）IT と社会変 化の理解 ： 概念的な 計画の開発 と実 例UnderstandingITandSocialTransformation:DevelopmentandIllustrationofaConceptualScheme2
） 電子共 同体 ： 世界的 な村か電子的 民族国家主 義か ？（最優 秀テ ーマ論文）ElectronicCommunities:GlobalVillagesorCyberbalkanization?3
）業 務改 革に おけ る変革 と成 功のため の組 織的な受 容性OrganizationalReceptivitytoChangeandSuccessinProcessReengineering4
）IT に よる ビジ ネスの価 値創造：CIO とト ップ マネ ージメント チ ーム特性 の効果CreatingBusinessValueThroughInformationTechnology:TheEffectsofChiefInformationOfficerandTopManagementTeamCharacteristics5
） リアル タイ ムデ ータベ ースを 使った情報 サ ービ スの価 格決定： ユ ーザ ー特性と リアルタ イム作業負 荷を 統合す
るた めのフ レ ームワーク（最優 秀論文 次点） ，PricingofInformationServicesUsingRea
卜TimeDatabases:AFrameworkforIntegratingUserPreferencesandRea
トTimeWorkload6
）発展 途上 の世界 での近代的 なマネ ージメント： タ キシコの組 織で のEIS の成功ModernManagementintheDevelopingWorld:TheSuccessofEISinMe
χicanOrganizations7
） 電子 のマ ーケット 仲裁人の 出現TheEmergenceofElectronicMarketIntermediaries8)IS
とイ ンセンテ ィブ 、仕事 流論 理：BPR のた め の戦略 的提 言InformationSystems,IncentivesandWorkflowLogic:StrategicImplicationsforReengineeringBusinessProcesses
Ⅱ 1 ）IS を 開発 するた めの組織横断的 企業InterorganizationalCooperationtoDevelopInformationSystems2
） 確率的 関係 デ ータ の修正 のためのBayesian 機構ABayesianFrameworkforModificationsofProbabilisticRelationalData3
） 貧弱なCMC メデ ィアの裕福な タデ ィアヘ の変 換： 小さい グル ープで の経験 的な調査TransformingaLeanCMCMediumintoaRichOne:AnEmpiricalInvestigationinSmallGroups4
）知 識獲 得で の意思決定 支援： 遺伝的 アル ゴリズ ムを 使った 概念抽 出。DecisionSupportinKnowledgeAcquisition:ConceptCharacterizationUsingGeneticAlgorithms5)
不穏な 環境 におけ るIS 計画 の処方 瀋PrescriptionsforInformationSystemsPlanninginaTurbulentEnvironment6
）組 織で の即興 とITImprovisationandInformationTechnologyinOrganizations7
） 市場化を 可能に するイ ンタ ーネット エージ ェントMarke
トEnablingInternetAgents
Ⅲ 1 ） ソフト ウェ アの契 約： プロセス モデル アプ ロ ―チSoftwareContracting:AProcessModelApproach2
） カ ウボ ーイか指揮官 か：IT は分散環境 を主導 する のか ？CowboysorCommanders:DoesInformationTechnologyLeadtoDecentralization?3
）良い 適 合度 が悪 くなる とき： 認識 され た適合度 の力学WhenGoodFitisBad:TheDynamicsofPerceivedFit4
） ソフ ト ウェア海賊行 為の予 言モデル開発 二 経験 的研究DevelopingaPredictiveModelofSoftwarePiracyBehavior:AnEmpiricalStudy5
） 情報工 学使 用法の上 に誘因 の効果 と制御機 構を 説 明するこ と： 理論的 なモデル と経験的 なテ ストExplainingtheEffectofIncentivesandControlMechanismsonInformationTechnologyUsage:ATheoreticalModelandanEmpiricalTest
Ⅳ 1 ） ユ ーザ ーとの相互作用 と使用法 の決定要素 の相互 依存性： 経験的 なテ ストInterdependencyoftheDeterminantsofUserInteractionandUsage:AnEmpiricalTest2
） 相互作 用効果 を測るた めの部 分的 な最小 自乗 法に よる潜在的 変数 のモデ ル化 アプp ーチ： モソテ カル ロシ ミュレ
―V-a ソ とボイ スタ ールに 関する感 情／ 受け入 れ調査 の結果APartialLeastSquaresLatentVariableModelingApproachforMeasuringInteractionEffects:ResultsfromaMonteCarloSimulationStudyandVoiceMailEmotion/AdoptionStudy3
）知 的な対 話 タディ アの効果と交 渉遂行能力EffectsofCommunicationMediaonIntellectiveandNegotiationTaskPerformance4
）堅 い人 間環境 とIT 基 盤能力 のパタ ーン( 最 優秀論文 賞）FirmContextandPatternsofITInfrastructureCapability5
）米 国に おげ る従業員 の電 子メ ールプ ライバ シー侵害 の ケース： あ なたは本 当に法律を知 っているか ？UnitedStatesCasesofEmployeeE
－MailPrivacyIntrusions:DoYouReallyKnowtheLegalConsequences?6
） ネット ワ ーク成長 の決定 要素： 商用オン ライン情報 ネ ット ワ ークの ケースTheDeterminantsofNetworkGrowth:TheCaseofCommercialOnlineInformationNetworksr
） グル ープ支援 システ ム研 究の有効性 、効率、参 加者満 足度に 関す るメタ分析AMeta
－AnalysisofEffectiveness,Efficiency,andParticipantSatisfactioninGroupSupportSystemsResearch8
） 分 散GSS グル ープは より先端的な 決定をする か ？経 験的な 研究WillDistributedGSSGroupsMakeMoreExtremeDecisions?AnEmpiricalStudy9
） 非 同期 のグル ープ ウェ アサポ ートがプ ロセス改良 グル ープに もたら す効果： アクションリ サーチ研究AsynchronousGroupwareSupportEffectsonProcessImprovementGroups:AnActionResearchStudy10
） ネット ワー ク化組 織で情 報流の影響 のシ ミュレ ーシ ョンSimulatingtheImpactofInformationFlowsinNetworkedOrganizations
情報 システ ム研究 とそ の位置づけに 関す る一考察
表2 研究中プロジェクト報告のパラダイム分類
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I 1 ）チ ー ムの力 学と技 術 ニネット ワーク組織におけ るグル ープ ウェアの フィ ール ド調査TheDynamicsofTeamsandTechnology:AFieldStudyofGroupwareinaNetworkOrganization2)
仮想的 国家 横断型 チ ームと先端情 報技術の利用状況VirtualTransnationalTeamsandTheirUseofAdvancedInformationTechnology3
） 仮想的 なチ ー ム環境 におけ る指導力 の出現とそ のグル ープ能力 へのイ ソパタト ：フ ィールド調査EmergenceofLeadershipandItsImpactonGroupPerformanceinVirtualTeamEnvironments:AFieldStudy4
） 新しい 組織形 態の可能 性：脳基礎構 造に対 する見地 の変 化EnablingNewOrganizationalForms:AChangingPerspectiveonInfrastructure5
）ft 報 の所 有権 と、 アクセスと制御： ネットワ ーク会社 での情報 システ ム再構築 のため の戦 略InformationOwnership,AccessandControl:StrategiesforReengineeringInformationSystemsinNetworkedCorporations6
）情報 技術産業 で の知 的資 産侵害訴訟に対す る市 場反応MarketReactionstoIntellectualPropertyInfringementLitigationsintheInformationTechnologyIndustry7
）情報 技術産業 におけ る戦 略的 提携StrategicCoalitionsintheInformationTechnologyIndustry8
）ft 報技 術の 中小企業 が グロ ーバル市場で競争力を 維持す るための戦略的 アプ ロ ーチ としての仮 想性VirtualityasaStrategicApproachforSmallandMediumSizedITCompaniestoStayCompetitiveinaGlobalMarket9
） ア クション リサ ーチ に よるコミュニティの健康 のためのイ ンタ- ネ ット を用い た学習 ネット ワークの育成FosteringanInternet-BasedLearningNetworkforCommunityHealthThroughActionResearch
n 1 ） ソフト ウェ アプロジ ェ クトの危険性 の識 別： 国際的Delphi 調査IdentifyingSoftwareProjectRisks;AnInternationalDelphiStudy2
）大 規模な安 全性 不可欠 のシステ ムで の知的 分散シ ステ ムの影響ImpactofaDistributedIntelligentSysteminaLargeScaleSafetyCriticalSystem3
）任 意の特性 対概念 的な モデル化におけ る亜類化 ： 理論 と経 験的な テストOptionalPropertiesVersusSubtypinginConceptualModeling:ATheoryandEmpiricalTest4
） オブ ジ ェクト指向 ソフト ウェアの大きさ見積 もりEstimatingSizeforObjectOrientedSoftware5
） 分散処 理環境 におけ る技 術的 専門家 の協力CooperationAmongTechnicalSpecialistsinaDistributedComputingEnvironment
Ⅲ 1 ） ソフト ウ ェア危機： 池でな く大洋 での釣 りSoftwareFailures:FishinginanOceannotaPond2
） オブジ ェ クト 指向 ソフト ウェア開発に おけ る出力表 現の新しい尺 度の方 向性TowardaNewMetricforRepresentingOutputinObject-BasedSoftwareDevelopment3
） 航空会社 座席予 約シ ステ ムに対する市場 占有率効果 の査 定におけ る方法 論的問題MethodologicalIssuesintheAssessmentMarketShareEffectsofAirlineComputerReservationsSystems4
） コンピ ュータ の自己 有 効 陸の多 層構造：一 般と特定仕事 レベル での経験的 な研究TheMultilevelConstructofComputerSelf-Efficacy:AnEmpiricalInvestigationattheGeneralandTask
－SpecificLevels
Ⅳ 1 ）ft報 シ ステ ムの回 転ド アを 止める： 内部 の労働者の訓練 と情報 システ ム専門家 の転 職率調査BrakingIS'sRevolvingDoor:AStudyofInternalLaborMarketPracticesandISTurnover2
）創造的 な破壊 の過程 ： ビジネス教育で学習組 織を 精巧に 作り上げ るため の情報技術 の利用TheProcessofCreativeDestruction:UsingITtoCraftaLearningOrganizationinBusinessEducation3
） ロシ アにおけ るコ ンピ ュータ仲 介型 のコ ミュニケ ーション 研究Computer
－MediatedCommunicationsResearchinRussia4
） 会話と、 信頼、 遠距 離通信： 商取引 を調整する ための代替機 構Talk,TrustandTelecommunications:AlternativeMechanismsforCoordinatingCommercialTransactions5
）知 識障壁 の面 前での 技術採用:WorldWideWeb の ケースTechnologyAdoptioninthePresenceofKnowledgeBarriers:TheCaseoftheWorldWideWeb6
）広 告媒体 として の企業Web ページの情報内容 の実地分析AnExploratoryAnalysisofInformationContentofCorporateWebPagesasAdvertisingMediar
）利用 者の情 報技術 の受け 入れ： アメリカの家 庭におい てUserAcceptanceofInformationTechnology:InsidetheAmericanHome8
）受給 者の関 係に おけ る情 報技術 の利用と、 特定 の出資、企 業の利 益な どのパタ ーンPatternso
川TUse,SpecializedInvestmentsandFirmBenefitsinBuyerSupplierRelationships9
）ヘル ス ケア産 業で の情報 技術の生産性InformationTechnologyProductivityintheHealthCareIndustry10
）医用 エキス パ ート システ ムに対 する社会的相 互作用評価 の予備結果PreliminaryResultsfromaSocialInteractjonistEvaluationofaMedicalE
χpertSystem
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表3 パネル討論題目のパラダ イム分類
I 1 ） 西暦2006 年 の電 子商取引ElectronicCommerceintheYear20062
）情 報技 術ベ ースの仮想組 織TheIT
－BasedVirtualOrganization3
）Iff報シ ステ ムの入り口に野蛮人 はいるか ？AreThereBarbariansattheGatesofInformationSystems?4
）21世 紀 の支援チ ームSupportingTeamsintheTwenty
－FirstCentury5
） タガパ ッケ ージは 計算と組織 の形を どう変 えるか ？HowWillMega-PackagesChangetheShapeofComputingandOrganizations?6
） 電子 共同体 ： ネット ワーク化社会 におけ る共同 体の結びつ きとか かわ り合いElectronicCommunities:CommunityAttachmentandInvolvementinaWiredSociety
n 1 ） 情報 システ ム源に おけ る最良の訓練BestPracticesinInformationSystemsSourcing2
）tff報 技術の アウト ソーシングに関する 戦略的 動向： 過去、 現在、そし て未来StrategicDirectionsforITOutsourcing:Past,PresentandFuture3
） 電子 商取引 とイン ターネット： 資源再定義 のための プラ ット ホ ームElectronicCommerceandtheInternet:PlatformforResourceRedefinition
Ⅲ 1 ） 情報技 術マ ネ ージ メント ： 経験から の現在 の傾向ITManagement:CurrentTrendsfromPractice2
）Web と情報 シス テム学：機会か、そ れともわなか ？TheWebandISAcademics:AnOpportunityoraTrap?3
）Resolved:IS 研 究での サーベイ不要論Resolved:SurveysHaveOutlivedTheirUsefulnessinISResearch4
） 地球 規模で 分散し た情報 システムプ ロジェ クト のマネ ージタソトTheManagementofGloballyDispersedISProjects5
）3 つ の質的 研究方 法の功績TheMeritsofThreeQualitativeResearchMethods6
）IS フ ィールド の位 置づ けの拡張につ いてEnhancingtheStatureoftheISField
Ⅳ 1 ） ど のように 情報の価 格を 付ける べきか ？（ デ ィジタル経済 のため の成功戦略）HowShouldInformationbePriced?WinningStrategiesfortheDigitalEconomy2
） 組織文化 におけ る情 報システ ム：情報 システ ムマ ネージ メントの文化 的文 脈を 調査す るための研 究方 法の評価InformationSystemsinOrganizationalCultures:AnEvaluationofResearchMethodsForStudyingtheCulturalContextofInformationSystemsManagement3
） ヨ ー―口ッパで の電 子 商取引 ： 研究課題、 現在の主 導的状況 と技術査 定（ アセスメント） 研究ElectronicCommerceinEurope:ResearchIssues,CurrentInitiativesandTechnologyAssessmentStudies4
） 選択的 仕事 のアレン ジに おけ るパラド ックスParado
χesinAlternativeWorkArrangements5
）ト ップ マネ ージメント 支援につ いて我 々が知 ってい ることは実 際に有 用か ？（ 世間一般 の意見への挑戦）IsWhatWeKnowAboutTopManagementSupportPracticallyUseful?
－AChallengetotheConventionalWisdom6
）研 究機密 ：コ ンピ:x タ化 された仕事場から 市場空間 までResearchingPrivacy:FromComputerizedWorkplacestotheMarketspace
表4 技術的研究のパラダイム分類
I 1 ）電 子 出版対電 子工学 的出版：EC 世界の ケース ー21世紀 へのフ ォ ーラムElectronicPublishingVersusPublishingElectronically:TheCaseofECWorld-
一AForumforthe21stCentury2
）Web 生活 ケ ース：協調的 仕事のため のWeb に基づい た仕 事の ケース配送 システ ムWebLivingCase:AWebBasedBusinessCaseDeliverySystemforCollaborativeWork
n 1 ）学 ぶた めのa ータ ス・ノ ート4 ：学習知識ベ ースと、 仕事 流、 イ ンタ ーネットの統合化LotusNotes4forLearning:IntegratingKnowledgeBases,Workflow,andtheInternetforLearning2
）研 究方法 論Cybrarium: 対話型 プロトタイプTheResearchMethodologyCybrarium:AnInteractivePrototype3
）TCBWorks: 教 育と研究 のため のWeb グル ープ ウ ェアシステ ムの利 用TCBWorks:UsingaWeb
－GroupwareSystemforTeachingandResearch4






































































































































［3］中嶋聞多，浦昭二 「情報システム学 の誕生とそ の現状」『情報処理』情報処理学会,Vol.36,No.lO.1995,pp.914
－919.










（1998 年1 月22 日受 理）
